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下記の 8月中の取引について材料勘定に記入しなさい。なお、勘定を締め切る必要
はない。

8/� 3　材料Aを 500kg、単価 200 円で掛けにより購入した。
8/10　�買入部品Bを 10個、単価1,200円で掛けにより購入した。なお、引取運賃3,000

円は現金にて支払った。
8/14　8/3 に購入した材料Aのうち 50kg は、品違いにより返品した。
8/20　補助材料Cを 50個、単価 100 円で現金により購入した。

材　　　　　料

8/1 前月繰越 60,000

材料費がどんなものかを学んだところで、次に、材料を購入したときの処理を学習し
ていきましょう。

１．材料購入時に使用する勘定科目
材料（素材、買入部品、補助材料、工場消耗品など）を購入した場合には、材料（資

産）で処理します。材料は資産なので、購入（増加）した場合は、借方に記入します。
なお、直接材料費か間接材料費かどうかで、購入時の処理に違いはありません。

２．付随費用（材料副費）の処理
材料を購入する際にかかった引取運賃などの付随費用（材料副費）は、材料の購入原
価に含めて処理します。なお、材料副費には、引取運賃などの購入から倉庫に入庫する
までにかかる外部材料副費と、検収費や保管費などの倉庫に入庫してから出庫するまで
にかかる内部材料副費があります。

材料の購入原価＝材料の購入代価＋付随費用（材料副費）

最初はわからなくても大丈夫！　じっくりと読み進めていきましょう

解法

材料購入時の処理2 重要度  

例 題

p.29　2　材料購入時の処理
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当月の直接工の賃金消費額は 224,000 円であり、作業時間は 160 時間（うち直接作
業時間は 120 時間、間接作業時間は 40時間）であった。以下の各勘定に記入しなさい。

賃 　 金 仕 掛 品

当月消費額 賃 金（ ）

仕 掛 品（ ）

製造間接費（ ） 製造間接費

賃 金（ ）

続いては、労務費の処理がテーマです。どの勘定科目に振り替えるかをしっかり覚え
ましょう。

１．消費賃率について
消費賃率（工員の賃金消費額を計算するための時間単価）には、実際に発生した賃金
と作業時間を使って計算する実際消費賃率と、あらかじめ設定する予定賃率（予定消費
賃率）があります。
実際消費賃率は、次の式で求めます。

実際消費賃率＝賃金の実際消費額÷作業時間（就業時間）

予定賃率は、次の例題 5で学習します！

２．労務費の処理
労務費の処理は、直接労務費か間接労務費かによって変わります。

分類 処理

直接労務費 仕掛品（資産）勘定へ振り替える

間接労務費 製造間接費（費用）勘定へ振り替える

パート 2でも解説しましたが、仕掛品とは、製品の製造が完了する
までにかかった費用を一時的に集計しておくための勘定科目です。
頻出ですので、しっかり覚えておきましょう！

たとえば、当月の賃金支払額が 10,000 円、作業時間は 10時間（うち直接作業時間
が 7時間、間接作業時間が 3時間）の場合、次ページのように処理します。

（単位：円）（単位：円）

（単位：円）

解法

例 題

労務費の処理4 重要度  

p.46　4　労務費の処理
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材料消費時の処理3 重要度  

例 題
下記の材料に関する資料にもとづいて、各勘定を記入しなさい。

（単位：円）
材料名 分類 月初有高 当月仕入高 当月消費額 月末有高

原 料 直接材料費 12,000 64,000 62,000 14,000
補 助 材 料 間接材料費 5,000 20,000 21,000 4,000

材 料 仕 掛 品

月初有高（ ）当月消費額 材 料（ ）

当月仕入高（ ）仕 掛 品（ ）

製造間接費（ ） 製造間接費

材 料（ ）

月末有高（ ）

続いては、材料を消費したときの処理がテーマです。
消費した材料が直接材料か間接材料かにより処理が変わります。表で確認しましょう。

分類 処理

直接材料費 仕掛品（資産）勘定へ振り替える

間接材料費 製造間接費（費用）勘定へ振り替える

仕掛品とは、製品の製造が完了するまでにかかった費用を
一時的に集計しておくための勘定科目です

たとえば、材料 1,000 円を仕入れ、600 円は直接材料として、400 円は間接材料と
して消費した場合、以下のように処理します。

借 方 金 額 貸 方 金 額

仕 掛 品 600 材 料 1,000

製造間接費 400

材 料 仕 掛 品

当月仕入高 1,000 当月消費額 材 料 600

仕 掛 品 600

製造間接費 400 製造間接費

材 料 400

（単位：円）（単位：円）

（単位：円）

解法

（単位：円）（単位：円）

（単位：円）

p.31　3　材料消費時の処理
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以下の原価計算表にもとづき、元帳を記入しなさい。なお、当工場では個別原価計算
を採用している。

原　価　計　算　表

費 目 #101 #102 #103 合 計

前月繰越 30,000 10,000 － 40,000

直接材料費 20,000 100,000 10,000 130,000

直接労務費 30,000 90,000 30,000 150,000

直接経費 5,000 40,000 10,000 55,000

製造間接費 20,000 60,000 20,000 100,000

合 計 105,000 300,000 70,000 475,000

備　考 完成・引渡済 完成・未引渡 未完成

仕 掛 品 製 品

前月繰越 40,000 製 品（ ） 仕 掛 品（ ）売上原価（ ）

直接材料費（ ）次月繰越（ ） 次月繰越（ ）

直接労務費（ ） 405,000 405,000

直接経費（ ）

製造間接費（ ） 売上原価

475,000 475,000 製 品（ ）

続いては、原価計算表と元帳の記入について学習します。
個別原価計算では、製品の製造状態（完成したか、顧客に引き渡したか）に合わせて、
帳簿や原価計算表を更新します。具体的に見ていきましょう。

１．原価計算表の備考欄への記入
月末に、各製造指図書の進捗状況を確認し、原価計算表の備考欄に製品の状態を記入
します。製品の製造・販売状況を表に整理したので、確認しましょう。

完成・引渡済 製品が完成し、すでに顧客へ納品（売上）したもの

完成・未引渡 製品は完成しているが、まだ工場に保管されているもの（在庫）

未完成 まだ製造途中であるもの

２．製品の状態に合わせた勘定の振替え
月末において、製品の製造が完成しているものは仕掛品勘定から製品（資産）勘定へ
振り替え、さらに、顧客へ引渡し済み（販売済み）のものは、売上原価（費用）勘定へ

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

解法

例 題

原価計算表と元帳の記入4 重要度  

p.61　4　原価計算表と元帳の記入
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下記の資料にもとづいて、製造間接費部門別配賦表に記入しなさい。

（1）部門個別費

切削部門 組立部門 修繕部門 工場事務部門

100,000円 80,000円 40,000円 50,000円

（2）部門共通費
　建物減価償却費：70,000 円　　電力料：45,000 円
（3）部門共通費の配賦基準

配賦基準 合計 切削部門 組立部門 修繕部門 工場事務部門

建物減価償却費 占有面積 200㎡ 80㎡ 60㎡ 40㎡ 20㎡

電 力 料 電力使用量 90kWh 40kWh 30kWh 10kWh 10kWh

製造間接費部門別配賦表

摘　要 配賦基準 合　計
製造部門 補助部門

切削部門 組立部門 修繕部門 工場事務部門

部門個別費 （ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）

部門共通費

建物減価償却費 占 有 面 積（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）

電 力 料 電力使用量（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）

部 門 費 （ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）（ 　 ）

（単位：円）

続いては、各部門で発生した製造間接費を集計するステップを学習しましょう。
製造間接費は、特定の部門で発生したことが明らかな部門個別費と、複数の部門にま
たがって発生する部門共通費に分けられます。

１．製造間接費の集計方法
部門別計算では、費用の性質に応じて集計の手続きが異なります。

費用の分類 内　　容 集計の手続

部門個別費
特定の部門だけで発生した費用
		例		  切削部門の機械減価償却費、 

組立部門の補助材料費など
該当の部門に賦課（直課）

部門共通費
工場全体で発生し、各部門にまたがる費用
		例		  工場全体の建物の減価償却費、 

福利厚生費、建物の賃借料など
一定の基準（面積や従業員数
など）で各部門へ配賦

解法

例 題

部門個別費と部門共通費の集計2 重要度  

p.72　2　部門個別費と部門共通費の集計
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下記の資料にもとづいて、完成品原価を計算し、工程別総合原価計算表を作成しなさ
い。なお、直接材料費はすべて製造の始点で投入されており、第 1工程は先入先出法、
第 2工程は平均法で計算すること。

１．生産数量データ

第 1工程 第 2工程
月初仕掛品 　　　40個（40%） 　　　20個（30%）
当月投入 170 160
合計 210 個 180 個

月末仕掛品 　　　50（60%） 　　　10（50%）
完成品 160 個 170 個

　※（　）内の数値は加工進捗度を示す

２．製造原価データ
第1工程 第2工程

直接材料費 加工費 前工程費 加工費

月初仕掛品 100,000円 �56,000円 114,000円 �25,000円

当月投入 408,000円 522,000円 ？ 500,000円

工程別総合原価計算表

第1工程 第2工程

直接材料費 加 工 費 合 計 前工程費 加 工 費 合 計

月初仕掛品原価

当月製造費用

合　計

月末仕掛品原価

完 成 品 原 価

完成品単位原価

（単位：円）

本パートでも、総合原価計算について学習します。
まずは、製品の製造が「第 1工程（原料の加工）」から「第 2工程（組み立て・仕上げ）」
のように、複数の連続する工程に分かれている場合の計算方法「工程別総合原価計算」
を学習しましょう。

解法

例 題

工程別総合原価計算1 重要度  

p.92　1　工程別総合原価計算
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次の資料にもとづき、（1）製造原価報告書（材料費、労務費、経費に分類して記入
する場合）と（2）製造原価報告書（製造直接費と製造間接費に分類して記入する場合）
を完成させなさい。

［資料］
　原材料：期首棚卸高 30,000 円、当期仕入高 600,000 円、期末棚卸高 50,000 円
　直接工賃金消費高：300,000 円　　　従業員賞与消費高：110,000 円
　特許権使用料：50,000 円　　　減価償却費：120,000 円　　　賃借料：30,000 円
　仕掛品：期首棚卸高 100,000 円、期末棚卸高 90,000 円

（1）製造原価報告書（材料費、労務費、経費に分類して記入する場合）

製造原価報告書

Ⅰ. 材 料 費

１. 期 首 材 料 棚 卸 高 （ ）

２. 当 期 材 料 仕 入 高 （ ）

合 計 （ ）

３. 期 末 材 料 棚 卸 高 （ ） （ ）

Ⅱ. 労 務 費

１. 賃 金 （ ）

２. 従 業 員 賞 与 （ ） （ ）

Ⅲ. 経 費

１. 特 許 権 使 用 料 （ ）

２. 減 価 償 却 費 （ ）

３. 賃 借 料 （ ） （ ）

　当期総製造費用 （ ）

　期首仕掛品棚卸高 （ ）

合 計 （ ）

　期末仕掛品棚卸高 （ ）

　当期製品製造原価 （ ）

（単位：円）

例 題

製造原価報告書1 重要度  

p.116　1　製造原価報告書
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（2）製造原価報告書（製造直接費と製造間接費に分類して記入する場合）

製造原価報告書

Ⅰ. 直 接 材 料 費

１. 期 首 材 料 棚 卸 高 （ ）

２. 当 期 材 料 仕 入 高 （ ）

合 計 （ ）

３. 期 末 材 料 棚 卸 高 （ ） （ ）

Ⅱ. 直 接 労 務 費 （ ）

Ⅲ. 直 接 経 費 （ ）

Ⅳ. 製 造 間 接 費

１. 従 業 員 賞 与 （ ）

２. 減 価 償 却 費 （ ）

３. 賃 　 借 　 料 （ ） （ ）

　当期総製造費用 （ ）

　期首仕掛品棚卸高 （ ）

合 計 （ ）

　期末仕掛品棚卸高 （ ）

　当期製品製造原価 （ ）

（単位：円）

まずは、製造原価報告書がテーマです。製造原価報告書がどのような報告書なのか、
損益計算書とどうつながっているのかを学習しましょう。

製造原価報告書（Cost Report）とは、ある一定期間（当期）に工場で製品を作るた
めにかかったコスト（当期製品製造原価）の内訳を示す報告書です。

目的としては、損益計算書に記載される「当期製品製造原価」の根拠を示すために作
成され、損益計算書とのつながりとしては、製造原価報告書の最終結果は、損益計算書
の売上原価計算のパーツとして引き継がれます。

製造原価報告書には、2 つの表示形式があります。

①形態別分類による表示（材料費・労務費・経費で分ける）
原価を発生した「形態（モノ・ヒト・サービス）」ごとに分類して記入する方法です。

最も基本的な書き方です。

Ⅰ　材料費 素材、買入部品、補助材料などの消費額

Ⅱ　労務費 工員の基本給、手当、賞与などの発生額

Ⅲ　経費 外注加工賃、減価償却費、水道光熱費など、上記以外のすべて

解法

p.116　1　製造原価報告書
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下記の資料にもとづいて、製造原価報告書および損益計算書を完成させなさい。

［資料］
１．製造間接費実際発生額
　  従業員賞与：110,000 円　　　　　減価償却費：120,000 円
２．製造間接費予定配賦額
　  予定配賦額：210,000 円

製造原価報告書

︙（略）

Ⅳ．製造間接費

　 １．従業員賞与 （ ）

　 ２．減価償却費 （ ）

　　　合　　　計 （ ）

　 製造間接費配賦差異 （ ） （ ）

︙（略）

　 当期製品製造原価 1,200,000

（単位：円）

損 益 計 算 書

Ⅰ．売　上　高 2,000,000

Ⅱ．売 上 原 価

　 １．期首製品棚卸高 100,000

　 ２．当期製品製造原価 （ ）

　　　 合　　　計 （ ）

　 ３．期末製品棚卸高 90,000

　 原価差異 （ ） （ ）

︙（略）

（単位：円）

最後は、原価差異がある場合の財務諸表について解説します。
製造間接費の予定配賦や標準原価計算を採用している場合、実際発生額との間に「原
価差異」が生じます。この差異を、製造原価報告書（C/R）と損益計算書（P/L）のそ
れぞれでどのように処理するかを学習しましょう。

解法

例 題

原価差異がある場合の財務諸表3 重要度  

p.122　3　原価差異がある場合の財務諸表
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下記の資料にもとづき、製品 1個あたりの原価標準（標準原価カード）を完成させ、
製品 1個あたりの標準原価を求めなさい。

［資料］
　直接材料費：標準単価 100 円 /kg、標準消費量 5kg
　直接労務費：標準賃率 1,200 円 / 時間、標準作業時間 2時間
　製造間接費：標準配賦率 800 円 / 時間（直接作業時間基準）

標準原価カード
（標準単価） （標準消費量）

標準直接材料費 × ＝

（標準賃率） （標準直接作業時間）

標準直接労務費 × ＝

（標準配賦率） （標準操業度（標準直接作業時間））

標準製造間接費 × ＝

　製品1個あたり標準原価

続いては、標準原価の設定について学習しましょう。
製品 1個を作るのに「いくらかかるべきか」という目標値を決めることを、原価標
準の設定といいます。

１．原価標準の構成
標準直接材料費＝標準単価×製品 1個あたりの標準消費量
標準直接労務費＝標準賃率×製品 1個あたりの標準作業時間
標準製造間接費＝標準配賦率×製品 1個あたりの標準配賦基準量（作業時間など）

　

試験では、与えられた資料にある金額などをもとに、これらの
計算式にもとづいて各費用の金額を計算します

２．標準原価カード
設定した原価標準を一覧表にしたものを標準原価カードと呼びます。このカードに記
載された合計額が、製品 1個あたりの「あるべき原価」となります。
与えられた資料の数字や上記の 1で算出された金額などを次ページのように記載し
ます。

解法

例 題

原価標準の設定2 重要度  
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仕　掛　品

前 月 繰 越 製 品

材 料 次 月 繰 越

賃 金 原 価 差 異

製 造 間 接 費

（単位：円）

製　　　品

前 月 繰 越 売 上 原 価

仕 掛 品 次 月 繰 越

（単位：円）

最後は、標準原価計算における勘定記入の方法について学習しましょう。
標準原価計算の流れを帳簿（仕掛品勘定）に記録する方法には、パーシャル・プラン
とシングル・プランという 2つの方法があります。これらは、仕掛品勘定に当月製造
費用を記入する際に、実際原価を使うか、標準原価を使うかという違いがあります。
なお、いずれの方法による場合でも、月初仕掛品原価・完成品原価・月末仕掛品原価
は、標準原価で記入します。

１．パーシャル・プラン
仕掛品勘定へ当月製造費用を記入する際に実際原価で記入する方法です。
原価差異の把握：仕掛品勘定の「差額」として原価差異が把握される

２．シングル・プラン
仕掛品勘定へ当月製造費用を記入する際に標準原価で記入する方法です。
原価差異の把握：材料勘定や賃金勘定などの「各費目」の段階で差異が把握される

それぞれの記入方法の特徴を表にまとめましたので見ていきましょう。

比較項目 パーシャル・プラン シングル・プラン

当月製造費用 実際原価 標準原価

月初仕掛品原価
完成品原価
月末仕掛品原価

標準原価

差異が出る場所 仕掛品勘定の残高 各費目（材料・賃金等）の勘定

たとえば、次ページの資料にもとづいて、パーシャル・プランとシングル・プランに
より仕掛品勘定を記入すると次ページ以降のようになります。

解法

p.134　2　原価標準の設定

p.139　5　勘定記入方法
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直接原価計算の損益計算書2 重要度  

例 題
下記の資料にもとづいて、全部原価計算による損益計算書と直接原価計算による損益
計算書を作成しなさい。

１．生産・販売データ

生産データ 販売データ
期首仕掛品 0個 期首製品 0個
当期投入 100 当期完成品 100
合計 100 個 合計 100 個

期末仕掛品 0 期末製品 10
当期完成品 100 個 当期販売 90個

２．販売単価：1,000 円／個
３．原価データ

変動費 固定費
①直接材料費� @200円
②加工費� @300円
③販売費� @100円

①加工費� 10,000円
②販売費・一般管理費� 6,000円

＜全部原価計算＞ ＜直接原価計算＞

損益計算書 損益計算書

Ⅰ　売上高 （ ） Ⅰ　売上高 （ ）

Ⅱ　売上原価 （ ） Ⅱ　変動売上原価 （ ）

　　　　　売上総利益 （ ） 　　変動製造マージン （ ）

Ⅲ　販売費及び一般管理費（ ） Ⅲ　変動販売費 （ ）

　　　　　営業利益 （ ） 　　貢献利益 （ ）

Ⅳ　固定費

　１．固定製造原価 （ ）

　２．固定販売費及び一般管理費（ ）（ ）

営業利益 （ ）

（単位：円） （単位：円）

p.162　2　直接原価計算の損益計算書
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直
接
原
価
計
算

2

固定費調整3 重要度  

例 題
例題 2で計算した直接原価計算の営業利益について、固定費調整により全部原価計
算の営業利益に一致させなさい。

１．生産・販売データ

生産データ 販売データ
期首仕掛品 0個 期首製品 0個
当期投入 100 当期完成品 100
合計 100 個 合計 100 個

期末仕掛品 0 期末製品 10
当期完成品 100 個 当期販売 90個

２．販売単価：1,000 円／個
３．原価データ

変動費 固定費
①直接材料費� @200円
②加工費� @300円
③販売費� @100円

①加工費� 10,000円
②販売費・一般管理費� 6,000円

＜直接原価計算＞

損 益 計 算 書

Ⅰ　売上高 90,000

Ⅱ　変動売上原価 45,000

　　変動製造マージン 45,000

Ⅲ　変動販売費 9,000

　　貢献利益 36,000

Ⅳ　固定費

　１．固定製造原価 10,000

　２．固定販売費及び一般管理費 6,000 16,000

　　 直接原価計算による営業利益 20,000

　　 固定費調整

　　 期末製品（仕掛品）の固定製造原価 （ ）

　　 期首製品（仕掛品）の固定製造原価 （ ）

　　 全部原価計算による営業利益 （ ）

（単位：円）

p.165　3　固定費調整
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解
答
用
・
仕
訳
帳

【解答用・仕訳帳】

各章の例題などを解答する際にご使用ください。

借 方 金 額 貸 方 金 額

キ
リ
ト
リ
線
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キ
リ
ト
リ
線

借 方 金 額 貸 方 金 額

解答用・仕訳帳および本編の例題の一部の解答用紙は、下記より
ダウンロードいただけます。解答作成の際にご活用ください。

【URL】	https://www.kadokawa.co.jp/	 	
product/322505000174/

※�本サービスは予告なく変更または終了することがあります。� �
あらかじめご了承ください


